
クラスメソッドメンバーズ利用規約 

 

 

第１条（規約） 

クラスメソッドメンバーズ利用規約（以下「本規約」といいます。）は、クラスメソッド株

式会社（以下「クラスメソッド」といいます。）が提供するクラスメソッドメンバーズサービ

ス（以下「メンバーズサービス」といいます。）をご利用になるすべての法人、機関等のお客

様（以下「利用者」といいます。）に適用される条件となります。 

 

第２条（メンバーズサービス） 

１．メンバーズサービスは、クラスメソッドがメンバーズサービス仕様書（https://docs.memb

ers.classmethod.net/）に基づいて提供するものとします。 

２．クラスメソッドは、利用者に対して、利用契約（次条において定義します。）の有効期間

中、本規約の条件に従い、メンバーズサービスのうち利用者が所定の利用申込を行ったサー

ビスの利用につき、非独占的かつ譲渡不可の権利を許諾します。 

３．メンバーズサービスに関連して、必要となる機材、設備その他の備品等は、利用者が負担

するものとします。 

４．メンバーズサービスに関連して、メンバーズサービス仕様書に定める外部サービスを利用

することにつき、利用者は同意し、当該外部サービスの利用規約その他の条件を遵守するも

のとします。 

５．クラスメソッドは、メンバーズサービスに関する業務の一部を第三者に委託し、当該第三

者（以下「委託先」といいます。）を通じてメンバーズサービスを提供する場合があり、利

用者は予めこのことを承諾するものとします。この場合、クラスメソッドは、委託先の行為

について一切の責任を負うものとします。 

 

第３条（利用申込等） 

１．メンバーズサービスの利用を希望するお客様（以下「希望者」といいます。）は、本規約

に同意の上、クラスメソッドの定める必要情報（以下「登録情報」といいます。）を所定の

申込フォームに入力して提供することにより、メンバーズサービスの利用を申し込むことが

できます。クラスメソッドは、申し込みを承諾する場合には、申込受領後５営業日以内に、

登録情報に希望者が入力した電子メールに対し承諾の通知を行い、当該通知をしたときに本

規約を契約の内容としたクラスメソッドと希望者との利用契約（以下「利用契約」といいま

す。）が成立するものとします。なお、利用契約が成立した希望者を、利用者といいます。

また、利用契約は、メンバーズサービス内で設定されるプロジェクト（メンバーズサービス

の提供及び利用料等（第９条において定義します。）請求の管理のためにクラスメソッドが

設定する単位をいいます。）ごとに、１つの利用契約が成立するものとします。 

２．前項の規定にかかわらず、クラスメソッドは、自己の判断により希望者の申込を承諾しな

いことがあります。なお、希望者の申込を承諾しない場合であっても、クラスメソッドは、

当該希望者に対して、その理由を開示する義務を負いません。 

３．利用契約が成立した場合であっても、クラスメソッドは、自己の判断により次の各号の一

に該当する場合には、何らの催告を要せず利用契約を解除することができます。なお、利用

者が複数の利用契約を締結している場合、クラスメソッドは、いずれかの利用契約のみに関

して次の各号の一に該当するときであっても、利用者とのすべての利用契約を本条に基づき

解除することができます。 



（１）利用者が、仮差押え、差押え、仮処分、競売の申請、又は破産手続開始、民事再生手

続開始、会社更生手続開始、特別清算手続開始の申立てがあった場合、若しくは租税

公課の滞納処分を受けた場合 

（２）利用者が、営業停止、休止又は廃止した場合 

（３）利用者が、支払を停止した場合又は手形交換所の取引停止処分等を受けた場合 

（４）利用者が、解散、会社分割、事業譲渡又は合併の決議を行った場合 

（５）利用者が、利用料等（第９条において定義します。）の支払を１回でも怠った場合 

（６）利用者が、債務不履行等を含め利用契約に違反する場合（第２４条については、違反

しているおそれがあるとクラスメソッドが判断した場合を含みます。） 

（７）利用者が、AWS利用規約（次条において定義します。）に違反する場合 

（８）クラスメソッドが、Amazon Web Services, Inc.又はアマゾン ウェブ サービス ジャ

パン合同会社（以下これらを総称して「AWS社」といいます。）との関係で、メンバー

ズサービスを通じたAWS（次条において定義します。）の提供に関する権限を喪失した

場合 

（９）その他、前各号に準じる事由が生じたとき 

４．利用者が、前項各号（ただし、第７号は除く）のいずれかに該当した場合は、利用者は当

然に利用契約から生じる一切の債務について期限の利益を失い、クラスメソッドに対して負

担する一切の債務を直ちに一括して弁済しなければならないものとします。 

５．本条の解除権の行使は、クラスメソッドによる損害賠償請求を妨げるものではありません。 

６．本条の解除権の行使に起因して利用者に損害が発生した場合であってもクラスメソッドは

当該損害にかかる一切の責任を負いません。 

 

第４条（AWS） 

１．メンバーズサービスは、AWS社が提供するAmazon Web Services（以下「AWS」といいます。）

に関連して提供するものであり、利用者は、メンバーズサービスを通じてAWSの利用をするも

のとします。なお、利用者によるAWSの利用に関しては、AWS社が適宜定める規約、ガイドラ

インその他の条件（AWS Customer Agreement及び次のウェブサイトURL：https://aws.amazon.

com/jp/legal/ に掲載される各種の規約等を含むが、これらに限られません。以下「AWS利

用規約」といいます。）が適用されます。クラスメソッド又はAWS社は、利用者がAWS利用規

約に違反する場合等、AWS利用規約に基づき利用者のAWSの利用を停止又は終了することがで

きます。 

２．クラスメソッドは、利用者との間で別途書面による合意がある場合又は法律若しくは政府

機関の拘束力のある命令を遵守するために必要な場合を除き、利用者のAWSアカウントに関連

して、利用者がAWSによる処理、保存又はホスティングのためにAWS社に転送するコンテンツ、

及び利用者がAWSの利用を通じて当該コンテンツから導き出す処理結果（以下「利用者データ

等」という。）にアクセスする権限を有しません。 

３．クラスメソッドは、メンバーズサービスの提供、運営、改善及びプロモーション、並びに

クラスメソッドが提供し又は提供しようとしているサービスの開発、品質向上及び利用者へ

の案内の目的に必要な範囲で、次の各号の情報にアクセスし、情報を取得、又は管理状況の

調査をすることができます。 

（１）AWSリソースの情報 

（２）利用者のAWS利用状況にかかる情報 

（３）利用者のAWS利用費にかかる情報 

（４）前各号の他、メンバーズサービス仕様書により別途アクセス可能とする情報 



４．クラスメソッドは、統計的目的で前項各号の情報を分析し、統計結果を一般に公表するこ

とがあります。ただし、当該公表は、個々の利用者及び特定の個人が識別されることのない

ようにするものとします。 

５．クラスメソッドは、利用者に対してメンバーズサービスに関するフィードバックの提供を

求める場合があります。利用者は、メンバーズサービスの契約期間中にクラスメソッドが取

得する第３項各号の情報及びフィードバックの内容につき、第３項所定の目的及び第４項の

範囲で、メンバーズサービスの契約期間中及び契約終了後においてクラスメソッドが利用す

ることに同意するものとします。 

６．クラスメソッドは、登録情報その他利用者に関する情報を、随時AWS社に提供することがで

きるものとし、利用者はこれに同意します。 

 

第５条（知的財産） 

メンバーズサービスに関する知的財産権等一切の権利は、別段の定めのない限り、クラスメ

ソッド、AWS社又はこれらに権利を許諾した第三者に帰属します。 

 

第６条（認証情報） 

１．利用者は、メンバーズサービスの利用のためにクラスメソッドから交付された認証情報及

びAWSの利用に必要な認証情報並びにこれらから利用者が新たに設定した認証情報（以下これ

らを総称して「認証情報」といいます。）を厳重に管理し、不正使用などによりクラスメソ

ッド、AWS社又は第三者に損害をあたえないよう必要な措置をとるものとします。 

２．利用者の認証情報を用いて行われた一切の行為は、当該行為が利用者の承認によるものか

否か、又は利用者若しくは利用者の従業員、業務委託先、代理人その他の第三者（以下「役

職員等」といいます。）のいずれが行ったかにかかわらず、利用者が行ったものとみなされ

ます。利用者は、自己の役職員等に対しても、利用契約に定める利用者の義務を遵守させる

ものとし、役職員等による利用契約の違反は利用者自身による違反として扱われることに同

意するものとします。 

３．利用者は、自己の認証情報の不正使用その他の利用上及び管理上の損害について自己の責

任と負担で処理し、クラスメソッドは、これにかかる責任を負わないものとします。 

４．利用者は、自己の認証情報が不正に使用されたと判明した場合又はそのおそれがある場合、

直ちにクラスメソッドに報告するものとし、クラスメソッドの指示があるときには自己の費

用により必要な対応を行うものとします。 

 

第７条（登録情報変更） 

１．利用者は、次の各号の一に掲げる事項に変更が生じた場合、速やかにクラスメソッドに対

してクラスメソッド所定の方法により変更内容を通知するものとします。クラスメソッドは、

当該通知を受領するまでの間、既存の登録情報に従い、本規約にかかる処理をします。 

（１）法人名称 

（２）代表者（氏名変更や共同代表者の選退任の場合を含みます。） 

（３）本店又は主たる事業所の所在場所 

（４）担当者名、担当者連絡先 

（５）その他メンバーズサービスの利用申込にあたり提出した登録情報 

２．利用者は、前項の規定における変更内容を虚偽の内容で通知、遅延して通知又は通知しな

かったことに起因する自己又は第三者の不利益について、自己の責任として処理解決します。 

 



第８条（通知） 

クラスメソッドから利用者に対する通知は、クラスメソッドの判断により次の各号のいずれ

かの方法で行うことができるものとします。 

（１）クラスメソッドのホームページ又はCMP上に掲示する方法 

（２）利用者が登録した電子メールに対し通知する方法 

（３）その他、クラスメソッドが適切と判断する方法 

 

第９条（料金及び支払方法） 

１．クラスメソッドは、メンバーズサービスの対価として、別段の定めがない限り、毎月末日

締めで、メンバーズサービス仕様書に基づき算出したAWS利用費を含む利用料（以下「利用料」

といいます。）並びにこれにかかる消費税及び地方消費税（以下、利用料とあわせて「利用

料等」と総称します。）を請求し、利用者は、これを当該請求があった日の属する月の末日

（以下「支払期日」といいます。）限り、以下のいずれかの方法で支払うものとします。 

（１）銀行振込 

クラスメソッドが指定する金融機関口座に振り込む方法によって支払うものとします。

なお、当該振込にかかる手数料は利用者の負担とします。 

（２）クレジットカード払い（ただし、メンバーズサービス仕様書においてクレジットカー

ド払いが可能と定められているサービスプランを利用者が選択した場合に限る。） 

利用者名義、かつ、クラスメソッドが取り扱いをしているクレジットカード会社のク

レジットカードによって支払うものとします。 

２．前項に規定する支払期日を経過しても利用料等の支払が確認できない場合、利用者は、ク

ラスメソッドに対して、当該支払期日の翌日から実際に支払いがなされた日の前日までの日

数に年１４.６%の割合で計算して得た額を、別途クラスメソッドが定める期日までに支払う

ものとします。 

３．第１項に規定する支払期日から２か月を経過しても利用料等の支払が確認できない場合、

支払期日から２か月後の日が属する月以後の利用料については、メンバーズサービス仕様書

が定めるAWS利用費に対する割引を適用しないものとします。ただし、支払期日から２か月が

経過する前に、クラスメソッドが本規約に基づき利用契約を解除することは妨げられません。 

４．理由の如何を問わず、メンバーズサービスの利用が停止、中断、変更又は利用契約の終了

があった場合であっても、利用者は、既に利用したメンバーズサービスに基づく債務を免れ

るものではありません。 

 

第１０条（利用者の責任） 

１．利用者は、自己の判断と責任において、メンバーズサービスを利用するものとします。 

２．利用者は、自己の費用と負担において、利用者データ等のバックアップ等の保全措置を行

うものとします。利用者データ等の破損、消失等によって利用者に損害が発生した場合でも

クラスメソッドはいかなる責任も負わないものとします。 

３．利用者は、利用者によるメンバーズサービスの利用、メンバーズサービス及びAWSにおける

利用者の行為及びその結果について、一切の責任を負うものとします。 

４．メンバーズサービスに関連して利用者が第三者に損害を与えたものとして、クラスメソッ

ド又はAWS社に対して当該第三者から何らかの請求がなされ、又は訴訟が提起された場合、利

用者は自己の費用と責任において当該請求又は訴訟を解決し、クラスメソッド又はAWS社はこ

れにかかる責任を負わないものとします。 



５．利用者は、本規約及びAWS利用規約において、利用者の義務又は責任とされている事項に抵

触する行為を行わないことを表明し、保証します。 

 

第１１条（禁止事項等） 

１．クラスメソッドは、利用者に対して、次の各号の一に該当する行為を禁止します。利用者

がこれらの行為を行った場合、クラスメソッドは、利用者に対して、その行為を差し止める

ことができます。 

（１）法令に違反し若しくは違反するおそれのある行為又は犯罪行為に関連する行為 

（２）公序良俗に反する行為 

（３）メンバーズサービスの運営を妨害する行為及びサービス不能攻撃（DoS攻撃）とみなさ

れる行為 

（４）メンバーズサービスにかかるリバースエンジニアリング、デコンパイル及び逆アセン

ブル行為 

（５）メンバーズサービスの利用に関連して、利用者を含む他者の権利を侵害する行為、他

者に対する迷惑行為 

（６）本規約、利用契約の定め及びAWS利用規約に抵触する行為 

（７）メンバーズサービスの本来の利用目的から逸脱した行為 

（８）メンバーズサービスにかかるシステム又はネットワークへの不当な行為 

（９）その他クラスメソッドが不適切と判断する行為 

２．クラスメソッドは、利用者が利用契約に違反し又は利用契約上の債務を履行しなかった場

合は、利用者に何らの催告なく、メンバーズサービスの全部又は一部の提供を停止又は、中

断することができます。なお、複数の利用契約を締結している利用者が、いずれかの利用契

約において、その定めに違反し又は債務を履行しなかったときは、クラスメソッドは、すべ

ての利用契約にかかるメンバーズサービスの提供を停止又は中断することができるものとし

ます。 

３．前項に基づきメンバーズサービスの提供を停止又は中断している期間に関しても利用料等

は発生するものとし、当該措置により利用者に生じた結果についてクラスメソッドは何らの

責任を負いません。 

 

第１２条（メンバーズサービスの停止又は中断） 

１．クラスメソッドは、次の各号の一に該当する場合、利用者に事前に通知することなく、メ

ンバーズサービスの全部又は一部を停止又は中断することができるものとします。ただし、

利用者は、当該停止又は中断している期間についても利用料等が発生しその支払を免れない

ものとします。 

（１）メンバーズサービスにかかるコンピューター・システムの点検又は保守作業を緊急に

行う場合 

（２）コンピューター、通信回線等が事故により停止した場合 

（３）天災地変等の不可抗力によりメンバーズサービスの運営ができない場合 

（４）AWS社がAWSの利用を制限した場合 

（５）その他、クラスメソッドが停止又は中断を必要と判断した場合 

２．前項の規定にかかわらず、クラスメソッドが計画的に合理的な理由をもってメンバーズサ

ービスの全部又は一部を停止又は中断する場合、クラスメソッドは、利用者に対して、予め

その理由及び停止日又は中断日を通知します。 



３．前各項の規定により、メンバーズサービスの全部又は一部を停止又は中断することに起因

して利用者に損害が発生した場合であっても、クラスメソッドは当該損害にかかる一切の責

任を負いません。 

 

第１３条（解約） 

クラスメソッド又は利用者が利用契約の解約を希望する場合、別段の定めがない限り、利用

者は、クラスメソッドに対して当該解約を希望する日（以下「解約希望日」といいます。）の

１か月前までにクラスメソッド所定の解約申請手続することにより、クラスメソッドは、解約

希望日の１か月前までに利用者へ解約する旨を通知することにより、それぞれ利用契約を解約

することができます。 

 

第１４条（終了時の利用者データ等） 

１．理由の如何を問わず利用契約が終了する場合、利用者は、クラスメソッドが別途定める場

合を除き、メンバーズサービス仕様書又はクラスメソッドの指示に従い利用者データ等を削

除するものとします。 

２．クラスメソッドは、利用契約の終了後は、メンバーズサービス内に残存する利用者データ

等その他利用者に関する一切のデータ（AWSアカウントに関する情報を含みます。）を、AWS

アカウントの閉鎖その他の方法により削除することができます。ただし、クラスメソッドは、

利用料等の請求その他利用契約の終了に伴う事務処理及び法令の遵守に必要な範囲で、利用

者に関する情報を保持することができます。 

３．前項に基づく措置をクラスメソッドが行ったことにより利用者に損害が生じた場合であっ

ても、クラスメソッドはいかなる責任も負いません。 

 

第１５条（利用サービスの変更） 

利用者は、利用するメンバーズサービスの変更を希望する場合、クラスメソッド所定の方法

により、その変更の手続をするものとします。 

 

第１６条（保証の否認及び免責） 

１．クラスメソッドは、メンバーズサービスが利用者の特定の目的に適合すること、期待する

機能・商品的価値・正確性・有用性を有すること、利用者によるメンバーズサービスの利用

が利用者に適用のある法令又は業界団体の内部規則等に適合すること、及び不具合が生じな

いことについて、何らの保証もしません。 

２．クラスメソッドは、AWSの利用を含むメンバーズサービスの停止、中断、終了、利用不能又

は変更、メンバーズサービス上のメッセージ又は機器の故障若しくは損傷、その他メンバー

ズサービスに関して利用者が被った損害につき、免責されるものとします。 

３．利用契約に関連してクラスメソッドが利用者に対して負うことのある賠償責任は、その請

求原因を問わず、損害の原因となった事由が発生した日の属する月に利用者が実際に支払っ

た利用料を限度とします。また、付随的損害、間接損害、特別損害、将来の損害及び逸失利

益にかかる損害並びにメンバーズサービスに関連して利用者が第三者との間で契約等により

発生又は支払った費用、報酬、損害等及び第三者からの損害賠償請求に基づく利用者の損害

については、賠償する責任を負わないものとします。ただし、クラスメソッドの故意又は重

大な過失による場合は、この限りではありません。 

 

第１７条（秘密保持義務） 



１．本規約における秘密情報とは、クラスメソッド及び利用者が相手方に開示した技術上、営

業上の情報並びに利用契約の存在及び内容その他一切の情報をいいます。ただし、次の各号

の一に該当する場合は、秘密情報から除外します。 

（１）開示を受けたときに既に保有していた情報 

（２）開示を受けた後、秘密保持義務を負うことなく、相手方に対する秘密保持義務を負わ

ない第三者から正当に入手した情報 

（３）開示を受けた後、相手方から開示を受けた情報によらず独自に開発した情報 

（４）開示を受けたときに既に公知であった情報 

（５）開示を受けた後、自己の責めによらず公知となった情報 

２．クラスメソッド又は利用者は、秘密情報を第三者に再開示する場合には相手方による事前

の承諾を得なければなりません。ただし、クラスメソッドは、利用契約に関連する範囲に限

り、子会社（クラスメソッドが直接又は間接的に総議決権の過半数を有する会社をいいます。

第２条第５項の規定によりクラスメソッドがメンバーズサービスの一部を委託する場合に限

定されません。）、委託先（以下「子会社等」と総称します。）及びAWS社に対して、利用者

の事前の承諾なく秘密情報を開示することができます。 

３．クラスメソッド及び利用者は、自己が前項の規定により再開示する第三者及び子会社等に

対して利用契約における自己の義務と同等の義務を課すものとし、当該第三者の利用契約に

かかる行為について一切の責任を負います。 

４．クラスメソッド及びその子会社並びに利用者は、秘密情報を利用契約の履行の目的にのみ

使用し、委託先は、クラスメソッドが委託先に委託するメンバーズサービスに関する業務の

履行の目的のみに使用し、AWS社は、AWS利用規約の定めに従い秘密情報を利用するものとし

ます。 

５．クラスメソッド又は利用者は、法令、判決、決定その他の司法上又は行政上の要請、要求、

指導、助言又は命令により、法的拘束力を有する開示請求があったときは、緊急若しくはや

むを得ない場合を除き相手方に事前に通知した上開示するものとします。 

 

第１８条（契約期間） 

利用契約の有効期間は、別途合意をしている場合を除き、利用契約成立日から１か月間とし

ます。ただし、クラスメソッド又は利用者が、第１３条に基づき利用契約を解約しない限り、

同条件で１か月間自動更新されるものとし、以後も同様とします。 

 

第１９条（情報の取扱い） 

１．利用者は、利用者の登録情報について、クラスメソッドが定める情報セキュリティ基本方

針（https://classmethod.jp/policy/）及び個人情報保護方針（https://classmethod.jp/pr

ivacy/）に従って取扱うことに同意するものとします。 

２．クラスメソッドは、登録情報、第４条第２項に規定する利用者との間の別途書面による合

意に基づきアクセスする情報、及び第４条第３項の規定に基づきアクセスする情報を除き、

利用者データ等を含むメンバーズサービス上のデータに含まれる個人情報の取り扱いをしま

せん。 

３．利用者は、個人情報を含むデータをクラスメソッドに対し提供するときは、事前にその旨

を明示し、その生成、取得及び提供などについて個人情報保護法に定められている手続を行

っていることを保証するものとします。 

４．クラスメソッドは、登録情報、第４条第２項に規定する利用者との間の別途書面による合

意に基づきアクセスする情報、及び第４条第３項の規定に基づきアクセスする情報をAWSの利



用を含むメンバーズサービスの提供の目的以外で利用しないものとし、クラスメソッドが定

める個人情報保護方針（https://classmethod.jp/privacy/）、並びに当該情報に適用される

個人情報の保護に関する法律及び同ガイドラインに基づいて安全管理措置を講じるものとし

ます。 

５．クラスメソッドは、登録情報、第４条第２項に規定する利用者との間の別途書面による合

意に基づきアクセスする情報、及び第４条第３項の規定に基づきアクセスする情報を、第１

７条第４項所定の目的のため、子会社等へ提供する場合があります。 

６．利用者は、AWSを利用するにあたり、AWS社が当該サービスを提供することに関連して利用

者の個人情報を収集、処理、使用することを許可するものとします。 

７．クラスメソッドは、メンバーズサービスに関する利用者からの問い合わせに対応するため

のサポート窓口の運用にあたり、社内での情報集約、利用者への回答、及び回答内容の改善

のために、メンバーズサービス仕様書に記載するAIサービスを利用します。そのため、利用

者がクラスメソッドへの問い合わせにあたって提供する情報は、当該AIサービス提供事業者

へ送信される場合があります。 

 

第２０条（サービスの内容の変更、終了等） 

１．クラスメソッドは、利用者に事前に通知することなく、メンバーズサービスの内容の変更

及び一部機能の停止をすることができるものとします。 

２．メンバーズサービスを終了する場合、クラスメソッドは、やむを得ない場合を除き、終了

する３か月前までにその旨を通知又は告知するものとします。 

３．クラスメソッドは、本条に基づくメンバーズサービスの内容の変更、一部機能の停止、又

は終了によって利用者に生じる損害又は不利益について、一切の責任を負いません。 

 

第２１条（規約の変更等） 

クラスメソッドは、本規約の追加・変更・削除（以下総称して「変更等」といいます。）を

することがあります。クラスメソッドが変更等を行う場合は１４日以上の予告期間をおいて、

本規約の変更等を行う旨、変更等を行った後の本規約の内容及び効力発生日を第８条の規定に

従って利用者に通知するものとします。ただし、本規約の変更等が利用者の一般の利益に適合

するときは、予告期間を定めないことができるものとします。効力発生日以後のメンバーズサ

ービスの提供条件は、変更等した後の規約に従います。 

 

第２２条（責任の制限） 

１．クラスメソッドは、利用者がAWSの利用そのものに起因して生じる損害に関して、一切の賠

償の責任を負わないものとします。 

２．利用者は、クラスメソッドによるメンバーズサービスの提供がAWS社により制限を受ける場

合があることを了解するものとします。 

 

第２３条（利用契約上の地位の譲渡等） 

１．利用者は、クラスメソッドの書面による事前の承諾なく、利用契約上の地位又は本規約に

基づく権利若しくは義務につき、第三者に対し、譲渡、移転、担保設定、その他の処分をす

ることはできません。 

２．クラスメソッドはメンバーズサービスにかかる事業を第三者に譲渡した場合、当該事業譲

渡に伴い利用契約上の地位、本規約に基づく権利及び義務並びに利用者の登録情報を当該事

業譲渡の譲受人に譲渡することができるものとし、利用者は、かかる譲渡につき本項におい



て予め同意したものとします。なお、本項に規定する事業譲渡には、通常の事業譲渡のみな

らず、会社分割その他事業が移転するあらゆる場合を含むものとします。 

 

第２４条（反社会的勢力の排除） 

クラスメソッド及び利用者は、自らが反社会的勢力（「暴力団員による不当な行為の防止等

に関する法律」第２条第２号に定義する「暴力団」及びその関係団体等並びにその構成員をい

います。）でないこと、反社会的勢力でなかったこと、反社会的勢力を利用しないこと、反社

会的勢力を名乗るなどして相手方の名誉を毀損若しくは業務の妨害を行い、又は不当要求行為

をなさないこと、反社会的勢力に自己の名義を利用させ、利用契約を締結するものでないこと、

各々の主要な出資者又は役員、従業員等が反社会的勢力の構成員ではないことを表明し、保証

するものとします。 

 

第２５条（分離可能性） 

本規約のいずれかの規定又はその一部が、消費者契約法その他の法令等により無効又は執行

不能と判断された場合であっても、本規約の残りの規定及び一部が無効又は執行不能と判断さ

れた規定の残り部分は、引き続き完全に効力を有するものとします。 

 

第２６条（準拠法及び管轄裁判所） 

１．本規約の準拠法は日本法とします。 

２．利用契約に起因又は関連する一切の紛争については、東京地方裁判所を第一審の専属的合

意管轄裁判所とします。 

 

第２７条（公共エンドカスタマーへの提供） 

１．メンバーズサービスの利用者が、次の項に定義する公共エンドカスタマーに該当する場合

には、当該利用者は、本規約第４条第１項にかかわらず、AWS 利用規約の適用を受けず、AWS

の利用に関しては、AWSパブリックセクターアクセスポリシー（https://s3-us-west-2.amazo

naws.com/solution-provider-program-legal-documents/AWS+Public+Sector+Access+Policy.

pdf）が適用されるものとします。利用者がAWSパブリックセクターアクセスポリシーに違反

する場合、クラスメソッドは、利用者のAWSの利用を停止又は終了することができます。なお、

利用者は、メンバーズサービスの利用契約がクラスメソッドとの間に締結されるものであり、

AWS社との間で締結されるものではないことを予め了解するものとします。 

２．本規約において、「公共エンドカスタマー」とは、以下のいずれかに該当する利用者を言

います。 

（１）政府・地方自治体、及びその他の政府・地方自治体の行政、立法若しくは司法関係機

関 

（２）準政府機関（世界銀行等） 

（３）国際的な統制又は規制団体（EU関連機関等） 

（４）国立又は公立の学校機関及び病院 

（５）政府を支援するコンサルタント及び政府から受託を受けた法人 

（６）上記各号に準ずる公的機関 

 

 

附則 

利用規約（クラスメソッド・メンバーズ）は、２０１８年１０月１日に改定・適用します。 



利用規約（クラスメソッド・メンバーズ）は、２０１９年 ４月１日に改定・適用します。 

利用規約（クラスメソッド・メンバーズ）は、２０１９年 ７月１８日に改定・適用 します。 

サービス利用規約（クラスメソッド株式会社）は、２０１８年９月１日に改定・適用します。 

サービス利用規約（クラスメソッド株式会社）は、利用規約（クラスメソッド・メンバーズ）

に統合するものとして、２０２０年３月３０日に撤廃します。 

利用規約（クラスメソッドメンバーズ）は名称を変更し、本規約として ２０２０ 年 ３ 月 

３１ 日に改定・適用します。 

本規約は、２０２０年７月１日に改定・適用します。 

本規約は、２０２１年１月５日に改定・適用します。 

本規約は、２０２１年７月２６日に改定・適用します。 

本規約は、２０２１年９月２１日に改定・適用します。 

本規約は、２０２１年１２月１０日に改定・適用します。 

本規約は、２０２２年２月１５日に改定・適用します。 

本規約は、２０２２年１０月２５日に改定・適用します。 

本規約は、２０２３年６月２７日に改定・適用します。 

本規約は、２０２４年１月２５日に改定・適用します。 

本規約は、２０２５年８月２５日に改定・適用します。 

本規約は、２０２６年１０月２６日に改定・適用します。 

(２０２６年１０月２５日までは、次の規約が有効に適用されます。) 

https://docs.classmethod.jp/tos/cm_tos_members_20250825.pdf 


